






















1.はじめに

聴覚が言語発達におよぼす重大な影響については広く認識されるようになり,聴覚障害の

早期診断・早期教育の成果が上がってきている。本邦の乳幼児健康診断システムは乳幼児

の健康管理,疾病・発達障害の早期発見にきわめて有効な役割を果たしており三歳児健診

にも聴覚健診が取り入れられるようになった。しかし聴覚障害児の早期発見という観点か

らみると難聴の程度にもよるが現在の日本の知識,生活,文化,経済的水準から考えると 3

歳では上限を越えている場合が多いと想定される。今回の研究では乳幼児健診システムの

一環として言語発達遅滞を主訴として二次紹介機関の小児神経科外来を受診した聴覚障害

児について検討し,聴覚障害の早期診断の実をあげる対策を考える一助としたい。


